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代
表
理
事
組
合
長
　
佐
藤
　
茂
一

で
共
済
組
合
の
補
償
対
象
に
な
る
の

で
は
と
期
待
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

２
等
落
等
だ
け
で
は
該
当
し
な
い
そ

う
だ
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
事
は
起

こ
り
う
る
事
な
の
で
、
是
非
と
も
来

年
以
降
は
補
償
対
象
と
な
る
様
な
新

た
な
策
を
講
じ
て
も
ら
い
た
い
も
の

で
あ
る
。
物
価
高
騰
、
生
産
資
材
の

値
上
が
り
と
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ

る
が
下
を
向
い
て
ば
か
り
は
い
ら
れ

な
い
。

　

今
、 

Ｊ
Ａ
組
織
を
上
げ
て
市
、
県

に
対
し
て
今
回
の
品
質
低
下
は
災
害

と
と
ら
え
て
頂
き
支
援
を
お
願
い
し

た
い
と
要
望
し
て
い
る
。
更
に
は
、

高
温
耐
性
に
優
れ
た
米
を
早
急
に
開

発
す
る
よ
う
お
願
い
も
し
た
所
で
あ

る
。
こ
の
猛
暑
は
、
来
年
以
降
も
続

く
可
能
性
が
高
い
。
根
本
的
な
解
決

は
地
球
温
暖
化
阻
止
し
か
な
い
訳
で

あ
る
の
で
改
め
て
、
世
界
の
動
き
を

注
視
し
な
が
ら
皆
で
小
さ
な
事
を
コ

ツ
コ
ツ
と
や
っ
て
い
か
ね
ば
と
い
う

思
い
で
あ
る
。

　

代
表
理
事
組
合
長
　
佐
藤
　
茂
一

　今日は保育園の運動会でした。お兄さんお
姉さん達のように上手に出来ない所もありま
したが、一生懸命参加し銅メダルをもらいま
した。
　兄の源は仮面ライダーや乗り物のおもちゃ
遊び、折り紙や段ボールでの工作が大好きで
す。弟の禅は兄の姿を見様見真似で同じ遊び
をしようと頑張っています。喧嘩をした際に、
源に兄の自覚があり弟に優しく接している様
子を見ると成長を感じます。兄弟仲良く助け
合いすくすく育ってくれる事を願っています。

佐藤　源 くん　 ３歳

　　　禅 くん　 １歳

三瀬
げん

ぜん
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● お父さん  広辰さん　● お母さん  愛さん
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管内の小学校で稲刈り体験

　

あ
の
夏
の
猛
暑
も
よ
う
や
く
終
わ

り
を
告
げ
、
稲
刈
作
業
も
無
事
終
了

し
た
。
例
年
で
あ
れ
ば
収
穫
の
秋
を

迎
え
生
産
者
の
皆
さ
ん
の
弾
ん
だ
声
、

笑
顔
が
飛
び
交
う
所
だ
が
、
今
年
は

様
子
が
違
う
。

　

生
産
者
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
見
る

事
が
無
い
の
で
あ
る
。
当
然
で
あ
る
。

今
年
の
Ｊ
Ａ
鶴
岡
の
９
月
29
日
現
在

の
１
等
米
比
率
は
７
％
、
は
え
ぬ
き

に
至
っ
て
は
未
だ
に
１
俵
も
１
等
米

が
出
て
い
な
い
の
だ
。
春
の
播
種
期

か
ら
ず
っ
と
丹
精
込
め
て
育
て
上
げ

た
米
が
最
後
に
こ
ん
な
状
況
で
は
、

生
産
者
の
皆
さ
ん
が
落
胆
す
る
の
も

致
し
方
な
い
事
で
あ
ろ
う
。
こ
ん
な

事
は
庄
内
農
業
の
歴
史
の
中
で
一
度

も
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
ん
な
結
果
に
な
っ
た
の
も
す
べ

て
は
夏
の
猛
暑
の
影
響
で
あ
る
訳
で
、

我
々
の
力
の
及
ば
な
い
所
で
あ
る
。

改
め
て
農
業
と
い
う
生
業
は
自
然
相

手
と
い
う
事
で
、
思
い
通
り
に
は
行

か
な
い
事
を
痛
感
し
た
。

　

今
回
、
我
々
は
２
等
に
な
っ
た
事

な
り
わ
い



　ＪＡ鶴岡と西郷砂丘畑振興会は９月８日、鶴
岡市の湯野浜温泉「亀や」で、2023年度ネット
メロン精算報告会を開いた。 生産者、ＪＡ役職
員、市場関係者など約 125人が参加した。
　出荷数量は約 49万9000㌜、販売高は11億
1900万円と３年連続 11億円を突破した。
　ハウス作型は概ね順調に推移したが、７月下
旬からの高日照により露地作型はしおれや日焼
けなどの症状が発生し、下位等級の発生が多く
なった。 今年度は端境期間が長くなってしまっ
たため次年度以降、端境対策を強化していくこ
とを確認した。
　また、高品質なメロンを栽培した生産者と集
落を対象に共励会表彰が行われ、個人の部は下
川上の本間隼平さん、 集落の部は下川中が受賞
した。

水稲の作柄検討会を開催

刈り取り適期を確認

生育状況を確認する
耕種指導係。

　鶴岡地域良質米生産推進協議会は８月 31日、作柄検討
会を開いた。 鶴岡市、生産者、ＪＡ鶴岡などの関係者約40
人が参加して稲の生育状況や刈り取り適期を確認した。
　「はえぬき」「つや姫」今年度試験栽培を行っている「幸
の栖（さちのすみか）」の管内４カ所の展示圃を巡回。 耕種
指導係が青籾歩合などを調査し、各圃場で取り組んでい
る栽培方法や新品種の試験栽培の状況を説明した。
　管内では出穂が平年より３～４日程度早く、管内平均
で「はえぬき」が７月28日、「つや姫」が８月６日となった。
梅雨明け以降、異常高温、多照で経過し、降雨もほぼない
状況下での登熟期間になっており、可能な限り入水し稲体
の消耗を防ぐよう注意喚起をしている。 また、登熟進度に
ついても連日の高温により早まっており適期刈り取りを
行うよう呼び掛けた。

出荷規格を説明する園芸指導係。

ネットメロン精算報告会

3年連続で販売高１１億円を突破
彼岸小菊目揃い会

出荷規格を確認
　彼岸小菊の本格出荷を前に、小菊専門部は８
月30日、北部集出荷場で目揃い会を開き生産
者10人が参加した。
　今野悟専門部長がサンプルを示し、出荷時の
出荷規格や集荷、選別の注意点などを説明した。
　ＪＡの販売担当者は「９月４日～15日が量
販店などの引き合いが強い時期になる。各産地
生育が遅れ気味なので早めの出荷をお願いし
たい」と話した。
　彼岸作型を10人が栽培し、山形県内と関東
市場向けに出荷。 ９月中旬に出荷ピークを迎
え、 2023年度は約40万本の出荷を目指す。

共励会表彰受賞者
（㊧下川中集落の代表阿部桂汰さん、㊨下川上の本間隼平さん）。
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だだちゃ豆について説明する佐藤係長㊨。

鶴岡フットボールクラブ
ジュニアユースメンバーが産地視察

第16回 年金友の会

グラウンドゴルフ大会
　９月14日、鶴岡市の櫛引総合運動公園で第
16回となる年金友の会グラウンドゴルフ大会
を開き今年は112人の会員が参加した。
　最初に大会会長の佐藤茂一組合長はあいさ
つで「今年は暑く、なかなか練習ができな
かったと思います。誰でも優勝が狙える日、
熱中症に気を付けてプレーを楽しんでくださ
い」と述べた。続いて実行委員長である年金
友の会連絡協議会の石井善兵衛会長が「日頃
の練習の成果を発揮し、楽しい時間を過ごし
てください」と述べた。その後、選手宣誓を
した大泉地区の後藤隆さんは「今日は認知症
予備軍であることを忘れ頑張りたい」とユー
モアを交えた宣誓で会場の笑いをさそった。
　今年は稲刈りが早まり例年より参加者が少
ない３人～５人の男女オープンの組で個人対
抗戦を３ラウンド24ホールで競った。
　結果、南地区の丸山直さんがホールインワ
ン等の好プレーを発揮し見事優勝。准優勝は
北地区の菅原利一さん、３位は南地区の五十
嵐としさんとなった。

選手宣誓する後藤隆さん。

プレーを楽しむ参加者。

　９月２日、北部集出荷場に産地視察で訪れた
「鶴岡フットボールクラブ」のジュニアユース
のメンバー15人を案内した。
　今回の企画は、監督の上林誠さんから「子供
たちが鶴岡の食文化に触れ、日頃活動している
地元に誇りを持つことで体だけではなく心の成
長に繋がってほしい」との依頼から実現した。
　「だだちゃ豆」の歴史や特徴、栽培から出荷
までの流れを説明し、鮮度を保つ工夫や予冷庫
などの施設を見学した。
　また、出荷された「だだちゃ豆」を実際にパレッ
トに積む作業を体験した。子どもたちからは
「年間どのくらいの収穫量があるんですか」や
「おすすめの品種は何ですか」など様々な質問
が出た。

優勝した㊧南地区の丸山直さん。
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会話を楽しみながらコース料理を堪能。

女性部「生き活き塾」

趣向を凝らした料理に舌鼓
　女性部は９月１日、鶴岡市のグランド・エ
ルサンで「生き活き塾」を開き、女性部員と
ＪＡ管内の女性30人が参加した。
　講師のグランド・エルサンの中條彩さんが、
食事中のタブーや、フォークやナイフなどカト
ラリーの使い方など、フランス料理をスマート
に食べるポイントを説明。説明を受けた後、学
んだことに気を付けながら、食事を味わった。
管内の在来野菜を使った料理も並び、趣向を凝
らした料理に舌鼓を打った。
　参加者はコース料理を楽しみながら、テーブ
ルマナーを学んだ。
　第３回は、11月に「魚料理講座」を開催予定。

　７月６日にEXILE ÜSA
さんが家の光協会の雑誌
『地上』の連載企画で、西郷・
大山地区を訪問しました。
　当ＪＡ青年部にて、今野
委員長、小笠原副委員長、齋
藤副委員長、阿部県青協委
員がガイドとして同行し、
メロン・だだちゃ豆等の圃
場を案内しました。
　栽培のポイントや庄内地
域の特徴についてお話しし
ました。

メイクアップのコツを話す大宮店長㊧と榎本さん㊨。

第３回きらめきカレッジ

パーソナルカラーでメイクレッスン
　９月21日、鶴岡市農村センターで第３回
「きらめきカレッジ」を開き、受講生13人が
参加した。
　今回は「パーソナルカラー診断＆メイク」
と題し、講師に美容室OASISの大宮希店長と
スタッフの髙橋あいこさん、榎本華鈴さんを
迎え、メイクを学んだ。
　最初に「パーソナルカラー診断自己診断
チェックシート」を使い、自分の肌の色や瞳
の色などの質問項目から自分に似合うカラー
を診断。その後、自分のカラーに合うアイ
シャドウやリップなど美しく仕上げるメイク
アップのコツを丁寧に教わった。

EXILE ÜSAさんが 青年部の圃場に来訪！EXILE ÜSAさんが 青年部の圃場に来訪！

　　　　　『地上』で掲載される連載企画はEXILE ÜSAさんがJA青年組織のみ
なさんと連携し、農業の魅力を伝える内容となっています。
　EXILE ÜSAさんは、世界中のダンスのルーツを探っていくと、豊穣祭りの踊
りが多いことを知り、「農業は、生きるための原点」と感じて「食」や「農」に関す
る活動を行っています。

訪問理由

今回の訪問は『地上』11月号に掲載されます。
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Ａ
Ｔ
Ｍ
開
始
時
間
を
早
め
ら
れ

な
い
か
。
現
在
９
時
開
始
の
と

こ
ろ
を
８
時
45
分
か
ら
に
し
て
欲
し
い
。

８
時
か
ら
使
え
る
支
所
も
あ
る
の
で
組

合
員
対
応
は
平
等
に
し
て
欲
し
い
。

他
金
融
機
関
の
現
状
も
参
考
の

う
え
、
各
店
舗
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
つ

い
て
利
用
実
績
や
か
か
る
費
用
等
を
勘

案
し
、
開
始
時
間
の
前
倒
し
が
可
能
か

検
討
致
し
ま
す
。

県
の
奨
励
品
種
で
あ
る
つ
や
姫

と
雪
若
丸
の
作
付
配
分
に
つ
い

て
、
県
が
基
準
を
設
定
し
て
栽
培
農
家

を
年
度
別
に
募
集
し
て
い
る
が
、Ｊ
Ａ
に

よ
る
作
付
配
分
に
よ
り
自
分
の
つ
や
姫

の
種
子
量
配
分
が
大
幅
に
カ
ッ
ト
さ
れ

た
。
カ
ッ
ト
さ
れ
た
理
由
を
聞
く
と「
作

付
面
積
の
平
準
化
を
図
り
た
い
」
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
平
準
化
の
意
味
も
わ
か

ら
な
い
が
、
県
で
定
め
た
作
付
配
分
基

準
を
Ｊ
Ａ
が
独
自
に
大
き
な
操
作
を
し

て
法
的
に
問
題
は
な
い
の
か
。Ｊ
Ａ
理
事

会
で
承
認
さ
れ
た
基
準
に
基
づ
い
て
作

付
配
分
し
た
と
の
説
明
を
受
け
た
が
納

得
で
き
な
い
。
雪
若
丸
の
作
付
配
分
に

つ
い
て
も
大
幅
に
カ
ッ
ト
さ
れ
た
。
つ

や
姫
・
雪
若
丸
と
と
も
に
県
の
配
分
面

積
か
ら
大
き
く
逸
脱
し
た
作
付
配
分
を

Ｊ
Ａ
が
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

つ
や
姫
・
雪
若
丸
の
作
付
け
面

積
の
配
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、

県
の
作
付
け
面
積
割
当
て
と
生
産
者
認

定
制
度
実
施
要
綱
に
基
づ
き
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
、
県
か
ら
当
組
合

へ
の
面
積
割
り
当
て
に
対
し
組
合
員
か

ら
の
作
付
希
望
圃
場
申
込
書
の
面
積
が

上
回
っ
た
場
合
は
、
県
か
ら
の
面
積
割

当
て
内
に
収
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
水
田
経
営
面
積
に
占
め
る
つ
や
姫

の
作
付
け
希
望
面
積
の
割
合
が
経
営
面

積
の
一
定
の
割
合
に
調
整
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。

需
給
調
整
米
は
何
を
も
と
に
概

算
金
単
価
を
出
し
て
い
る
の
か
。

何
基
準
か
。

需
給
調
整
米
（
備
蓄
米
・
加
工

用
米
・
新
市
場
開
拓
用
米
）
は

共
同
計
算
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

備
蓄
米
は
国
へ
の
入
札
方
式
、
加
工

用
米
・
新
市
場
開
拓
用
米
は
販
売
先
と

の
商
談
に
よ
り
価
格
を
決
定
し
て
い
ま

す
。
需
給
調
整
米
の
販
売
価
格
は
主
食

用
米
と
異
な
り
、
冬
か
ら
春
に
か
け
て

の
米
相
場
が
反
映
さ
れ
ま
す
。

　

需
給
調
整
米
（
備
蓄
米
・
加
工
用
米
・

新
市
場
開
拓
用
米
）
の
販
売
価
格
や
経

費
等
を
試
算
し
て
概
算
金
単
価
を
決
定

し
て
い
ま
す
。

　

尚
、
需
給
調
整
米
は
、
コ
メ
新
市
場

開
拓
等
促
進
推
進
事
業
（
旧
水
田
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
）
や
経
営
所
得
安
定

対
策
に
よ
る
直
接
支
払
い
交
付
金
等
が

別
途
、
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

選
果
場
に
て
、出
荷
数
が
多
い
と
、

炎
天
下
に
パ
レ
ッ
ト
が
置
か
れ

て
い
る
の
で
、屋
根
等
の
設
置
や
パ
レ
ッ

ト
ラ
ッ
ク
等
で
の
日
よ
け
対
策
を
し
て

ほ
し
い
。①

ト
ラ
ッ
ク
へ
の
積
載
時
に
炎

天
に
晒
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
際
に
迅
速
な
積
載
を
行

う
よ
う
運
送
会
社
と
改
善
に
向
け
協

議
致
し
ま
す
。

②
積
載
時
の
日
よ
け
シ
ー
ト
・
テ
ン
ト

等
の
設
置
を
検
討
致
し
ま
す
。

③
下
屋
の
設
置
を
検
討
致
し
ま
す
。

メ
ロ
ン
の
出
荷
に
つ
い
て
選
果
場

に
出
向
か
な
く
て
も
、
支
所
や

ス
マ
ホ
で
入
力
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
、

ま
た
は
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
で
入
力
で
き
る

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

出
荷
予
定
入
力
シ
ス
テ
ム
に
つ

き
ま
し
て
、Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
西
郷

店
で
入
力
で
き
る
よ
う
改
善
致
し
ま
す
。

ま
た
、今
後
と
も
有
効
な
シ
ス
テ
ム
構
築
、

ア
プ
リ
導
入
等
を
検
討
致
し
ま
す
。

コ
ン
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
、
安
い

時
期
と
高
い
時
期
が
あ
り
、
９

月
か
ら
安
く
て
１
月
〜
８
月
ま
で
が
高

く
1
俵
あ
た
り
３
０
０
円
も
違
う
た
め

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

1
月
〜
8
月
の
価
格
設
定
が
通

常
単
価
と
な
っ
て
お
り
、
供
給
数

量
の
少
な
い
時
期
に
安
価
な
価
格
に
設
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

ア
プ
リ
等
で
ス
マ
ホ
、
ケ
ー
タ

イ
で
も
簡
単
に
注
文
出
来
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
。

　
通
常
（
当
用
）
の
注
文
も
で
き
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
。

新
た
に
ア
プ
リ
の
開
発
・
運
用

に
は
、
別
途
費
用
が
か
か
る
こ

と
や
、
シ
ス
テ
ム
運
営
会
社
と
の
協
議

が
必
要
で
す
の
で
、
当
用
注
文
へ
の
対

応
も
含
め
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
ハ
ウ
ス
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
が

さ
ら
に
値
段
が
上
が
っ
て
い
る
。

近
隣
の
Ｊ
Ａ
で
は
違
う
資
材
も
使
っ
て

い
る
よ
う
な
の
で
、
値
段
、
商
品
の
比

較
や
よ
り
コ
ス
ト
削
減
と
な
る
よ
う
頑

張
っ
て
も
ら
い
た
い
。

皆
様
の
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が

る
様
に
商
品
調
査
や
価
格
調
査
・

価
格
交
渉
を
引
き
続
き
行
い
、
安
価
な

供
給
に
努
め
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
農
薬
の
取
り
扱

い
を
増
や
し
、
コ
ス
ト
低
減
を

推
進
し
て
ほ
し
い
。

農
薬
メ
ー
カ
ー
の
都
合
に
よ
り
、

新
た
な
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
農
薬
が

出
て
こ
な
い
状
況
で
す
が
、
引
き
続
き

調
査
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

農
機
セ
ン
タ
ー
に
部
品
を
注
文

し
に
行
っ
た
ら
、
手
書
き
の
受

注
書
を
使
用
し
て
い
た
。
今
時
こ
の
よ

う
な
ア
ナ
ロ
グ
事
務
を
継
続
し
て
い
る

の
は
い
か
が
な
も
の
か
。
紛
失
な
ど
事

務
ミ
ス
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

電
算
化
す
べ
き
。

現
状
、
電
算
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

作
成
は
手
書
き
よ
り
も
時
間
が

掛
か
る
た
め
、
迅
速
に
商
品
を
お
渡
し

す
る
場
合
や
現
金
支
払
い
時
に
は
手
書

き
の
伝
票
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。な
お
、

近
年
か
ら
業
務
全
般
に
お
い
て
電
算
シ

ス
テ
ム
化
を
進
め
て
お
り
、
今
後
も
業

務
の
改
善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

17
時
に
農
業
機
械
課
に
電
話
し

た
と
こ
ろ
留
守
電
に
な
っ
て
お

り
不
便
さ
を
感
じ
た
。
新
た
に
営
業
・

整
備
体
制
を
内
部
検
討
し
て
い
る
（
Ｐ

16
）と
の
こ
と
だ
が
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

営
業
時
間
外
の
留
守
番
電
話
対

応
を
始
め
て
か
ら
2
年
･
3
年

程
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
は
、
留
守
番

電
話
に
よ
る
受
付
が
で
き
る
よ
う
お
名

前
と
ご
用
件
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
残

せ
る
仕
組
み
に
変
更
し
、
翌
営
業
日
に

優
先
的
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
工
場
稼
働
後
の
検
討
内
容

に
つ
き
ま
し
て
は
、
工
場
集
約
に
よ
る

中
央
・
西
郷
の
2
拠
点
体
制
に
向
け
た

要
員
配
置
等
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
営
業
時
間
に
つ
い
て

変
更
の
予
定
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

QQ A

Q AA

金
融
関
連

営
農
販
売
関
連

湯田川地区湯田川地区

ご意見･ご要望への回答集
令和５年度  上期集落座談会

９月５日～13日の７日間、各地区42会場で
上期集落座談会を開催し、合わせて502人が出席しました。

皆様からいただいたご意見・ご要望について、主なものを抜粋して掲載しています。
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Ａ
Ｔ
Ｍ
開
始
時
間
を
早
め
ら
れ

な
い
か
。
現
在
９
時
開
始
の
と

こ
ろ
を
８
時
45
分
か
ら
に
し
て
欲
し
い
。

８
時
か
ら
使
え
る
支
所
も
あ
る
の
で
組

合
員
対
応
は
平
等
に
し
て
欲
し
い
。

他
金
融
機
関
の
現
状
も
参
考
の

う
え
、
各
店
舗
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
つ

い
て
利
用
実
績
や
か
か
る
費
用
等
を
勘

案
し
、
開
始
時
間
の
前
倒
し
が
可
能
か

検
討
致
し
ま
す
。

県
の
奨
励
品
種
で
あ
る
つ
や
姫

と
雪
若
丸
の
作
付
配
分
に
つ
い

て
、
県
が
基
準
を
設
定
し
て
栽
培
農
家

を
年
度
別
に
募
集
し
て
い
る
が
、Ｊ
Ａ
に

よ
る
作
付
配
分
に
よ
り
自
分
の
つ
や
姫

の
種
子
量
配
分
が
大
幅
に
カ
ッ
ト
さ
れ

た
。
カ
ッ
ト
さ
れ
た
理
由
を
聞
く
と「
作

付
面
積
の
平
準
化
を
図
り
た
い
」
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
平
準
化
の
意
味
も
わ
か

ら
な
い
が
、
県
で
定
め
た
作
付
配
分
基

準
を
Ｊ
Ａ
が
独
自
に
大
き
な
操
作
を
し

て
法
的
に
問
題
は
な
い
の
か
。Ｊ
Ａ
理
事

会
で
承
認
さ
れ
た
基
準
に
基
づ
い
て
作

付
配
分
し
た
と
の
説
明
を
受
け
た
が
納

得
で
き
な
い
。
雪
若
丸
の
作
付
配
分
に

つ
い
て
も
大
幅
に
カ
ッ
ト
さ
れ
た
。
つ

や
姫
・
雪
若
丸
と
と
も
に
県
の
配
分
面

積
か
ら
大
き
く
逸
脱
し
た
作
付
配
分
を

Ｊ
Ａ
が
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

つ
や
姫
・
雪
若
丸
の
作
付
け
面

積
の
配
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、

県
の
作
付
け
面
積
割
当
て
と
生
産
者
認

定
制
度
実
施
要
綱
に
基
づ
き
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
、
県
か
ら
当
組
合

へ
の
面
積
割
り
当
て
に
対
し
組
合
員
か

ら
の
作
付
希
望
圃
場
申
込
書
の
面
積
が

上
回
っ
た
場
合
は
、
県
か
ら
の
面
積
割

当
て
内
に
収
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
水
田
経
営
面
積
に
占
め
る
つ
や
姫

の
作
付
け
希
望
面
積
の
割
合
が
経
営
面

積
の
一
定
の
割
合
に
調
整
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。

需
給
調
整
米
は
何
を
も
と
に
概

算
金
単
価
を
出
し
て
い
る
の
か
。

何
基
準
か
。

需
給
調
整
米
（
備
蓄
米
・
加
工

用
米
・
新
市
場
開
拓
用
米
）
は

共
同
計
算
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

備
蓄
米
は
国
へ
の
入
札
方
式
、
加
工

用
米
・
新
市
場
開
拓
用
米
は
販
売
先
と

の
商
談
に
よ
り
価
格
を
決
定
し
て
い
ま

す
。
需
給
調
整
米
の
販
売
価
格
は
主
食

用
米
と
異
な
り
、
冬
か
ら
春
に
か
け
て

の
米
相
場
が
反
映
さ
れ
ま
す
。

　

需
給
調
整
米
（
備
蓄
米
・
加
工
用
米
・

新
市
場
開
拓
用
米
）
の
販
売
価
格
や
経

費
等
を
試
算
し
て
概
算
金
単
価
を
決
定

し
て
い
ま
す
。

　

尚
、
需
給
調
整
米
は
、
コ
メ
新
市
場

開
拓
等
促
進
推
進
事
業
（
旧
水
田
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
）
や
経
営
所
得
安
定

対
策
に
よ
る
直
接
支
払
い
交
付
金
等
が

別
途
、
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

選
果
場
に
て
、出
荷
数
が
多
い
と
、

炎
天
下
に
パ
レ
ッ
ト
が
置
か
れ

て
い
る
の
で
、屋
根
等
の
設
置
や
パ
レ
ッ

ト
ラ
ッ
ク
等
で
の
日
よ
け
対
策
を
し
て

ほ
し
い
。①

ト
ラ
ッ
ク
へ
の
積
載
時
に
炎

天
に
晒
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
際
に
迅
速
な
積
載
を
行

う
よ
う
運
送
会
社
と
改
善
に
向
け
協

議
致
し
ま
す
。

②
積
載
時
の
日
よ
け
シ
ー
ト
・
テ
ン
ト

等
の
設
置
を
検
討
致
し
ま
す
。

③
下
屋
の
設
置
を
検
討
致
し
ま
す
。

メ
ロ
ン
の
出
荷
に
つ
い
て
選
果
場

に
出
向
か
な
く
て
も
、
支
所
や

ス
マ
ホ
で
入
力
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
、

ま
た
は
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
で
入
力
で
き
る

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

出
荷
予
定
入
力
シ
ス
テ
ム
に
つ

き
ま
し
て
、Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
西
郷

店
で
入
力
で
き
る
よ
う
改
善
致
し
ま
す
。

ま
た
、今
後
と
も
有
効
な
シ
ス
テ
ム
構
築
、

ア
プ
リ
導
入
等
を
検
討
致
し
ま
す
。

コ
ン
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
、
安
い

時
期
と
高
い
時
期
が
あ
り
、
９

月
か
ら
安
く
て
１
月
〜
８
月
ま
で
が
高

く
1
俵
あ
た
り
３
０
０
円
も
違
う
た
め

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

1
月
〜
8
月
の
価
格
設
定
が
通

常
単
価
と
な
っ
て
お
り
、
供
給
数

量
の
少
な
い
時
期
に
安
価
な
価
格
に
設
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

ア
プ
リ
等
で
ス
マ
ホ
、
ケ
ー
タ

イ
で
も
簡
単
に
注
文
出
来
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
。

　
通
常
（
当
用
）
の
注
文
も
で
き
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
。

新
た
に
ア
プ
リ
の
開
発
・
運
用

に
は
、
別
途
費
用
が
か
か
る
こ

と
や
、
シ
ス
テ
ム
運
営
会
社
と
の
協
議

が
必
要
で
す
の
で
、
当
用
注
文
へ
の
対

応
も
含
め
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
ハ
ウ
ス
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
が

さ
ら
に
値
段
が
上
が
っ
て
い
る
。

近
隣
の
Ｊ
Ａ
で
は
違
う
資
材
も
使
っ
て

い
る
よ
う
な
の
で
、
値
段
、
商
品
の
比

較
や
よ
り
コ
ス
ト
削
減
と
な
る
よ
う
頑

張
っ
て
も
ら
い
た
い
。

皆
様
の
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が

る
様
に
商
品
調
査
や
価
格
調
査
・

価
格
交
渉
を
引
き
続
き
行
い
、
安
価
な

供
給
に
努
め
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
農
薬
の
取
り
扱

い
を
増
や
し
、
コ
ス
ト
低
減
を

推
進
し
て
ほ
し
い
。

農
薬
メ
ー
カ
ー
の
都
合
に
よ
り
、

新
た
な
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
農
薬
が

出
て
こ
な
い
状
況
で
す
が
、
引
き
続
き

調
査
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

農
機
セ
ン
タ
ー
に
部
品
を
注
文

し
に
行
っ
た
ら
、
手
書
き
の
受

注
書
を
使
用
し
て
い
た
。
今
時
こ
の
よ

う
な
ア
ナ
ロ
グ
事
務
を
継
続
し
て
い
る

の
は
い
か
が
な
も
の
か
。
紛
失
な
ど
事

務
ミ
ス
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

電
算
化
す
べ
き
。

現
状
、
電
算
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

作
成
は
手
書
き
よ
り
も
時
間
が

掛
か
る
た
め
、
迅
速
に
商
品
を
お
渡
し

す
る
場
合
や
現
金
支
払
い
時
に
は
手
書

き
の
伝
票
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。な
お
、

近
年
か
ら
業
務
全
般
に
お
い
て
電
算
シ

ス
テ
ム
化
を
進
め
て
お
り
、
今
後
も
業

務
の
改
善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

17
時
に
農
業
機
械
課
に
電
話
し

た
と
こ
ろ
留
守
電
に
な
っ
て
お

り
不
便
さ
を
感
じ
た
。
新
た
に
営
業
・

整
備
体
制
を
内
部
検
討
し
て
い
る
（
Ｐ

16
）と
の
こ
と
だ
が
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

営
業
時
間
外
の
留
守
番
電
話
対

応
を
始
め
て
か
ら
2
年
･
3
年

程
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
は
、
留
守
番

電
話
に
よ
る
受
付
が
で
き
る
よ
う
お
名

前
と
ご
用
件
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
残

せ
る
仕
組
み
に
変
更
し
、
翌
営
業
日
に

優
先
的
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
工
場
稼
働
後
の
検
討
内
容

に
つ
き
ま
し
て
は
、
工
場
集
約
に
よ
る

中
央
・
西
郷
の
2
拠
点
体
制
に
向
け
た

要
員
配
置
等
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
営
業
時
間
に
つ
い
て

変
更
の
予
定
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

QA

Q

QQ

A

AA A

AA QQ

Q

A Q

生
産
資
材
関
連

農
機
関
連

大山地区大山地区

豊浦地区豊浦地区
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　ＪＡ鶴岡では、管内の小学校で行われる食農教
育を支援しています。
　農業と食の大切さを学んでもらおうと、青年部
や生産者が協力して稲刈り体験が行われました。
　鎌の使い方や刈り取り方の説明を聞いた後、５月
に手植えし、黄金色の穂をつけた稲の刈取りを体
験した各小学校の５年生の頑張りをご紹介します！

験体り刈稲

はじめに青
年部員が

鎌の持ち
方や

稲の刈り方
の

こつを説明

はじめに青
年部員が

鎌の持ち
方や

稲の刈り方
の

こつを説明

刈り取った稲は
くい掛けにして乾燥させるよ！

刈り取った稲は
くい掛けにして乾燥させるよ！

稲の束ね方を
教わりました！
稲の束ね方を
教わりました！

雨の中、刈り取りを
がんばったよ！
雨の中、刈り取りを
がんばったよ！

機械で刈り取ると早いね～！

機械で刈り取ると早いね～！
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9 9 7 - 8 7 9 0
郵 便 は が き

料金受取人払郵便

鶴岡市日吉町 3 -  1

 JA鶴岡 広報係  行き

鶴岡局承認

差 出 有 効 期 限
令 和 ６ 年 ４ 月
1 3 日 ま で

（ 切 手 不 要 ）

443

（
キ
リ
ト
リ
線
）

※差し支えなければご記入ください。

※ポストに投函されるか、下記の無料ファックスダイヤルまで送信下さい

〈無料ファックスダイヤル〉 0800-800-5090

電話番号

お 名 前

ご 住 所

〒

市

ふりがな 性  別

男 ・ 女

年  齢

写真掲載のご希望は総合企画課 ☎33-8179までお気軽にご連絡下さい。 

スマイルキッズ

伝言板

ふれあい伝言板へのメールは、
 kesaran@ja-tsuruoka.or.jp まで

◀ メールアドレスQRコード

広報「けさらん」を読んでの
ご感想や身の回りのことなど、
なんでもかまいませんので投
稿お待ちしております。

飼い主　

品　種

小南　智 さん（小京田）　

チワワ（犬）
いつも日中ゲージに入って留守番しているので、
私達が帰ると尻尾が折れるかと思うほど振って
迎えてくれます。ちょっとわがままにさせてし
まい、チワワにしては太り気味です！今はダイ
エット中です！

お父さん ： 晃人さん   お母さん ： 知美さん
祖父 ： 斉さん  祖母 ： 由美子さん

み  わ

工藤 美和 ちゃん  平成30年9月生まれ
はる

工藤 　晴 くん　  令和5年7月生まれ
み  ち

工藤 美智 ちゃん  令和2年9月生まれ

すくすく元気に大きくなってね！

大  山

●天気で「秋」を感じることの少ないこの頃で
すが、たべもので「秋」を感じることがよくあ
ります。『梨』『ぶどう』『もも』『いちじく』お
いしいものが身のまわりにたくさんあり、豊か
さを感じる日本はいいですね。
今年は気温が高く秋という感じることが少ない
ですね。もんとあ～るにも秋の実りが届いてお
ります。ぜひ、お立ち寄りください！

●今年もだだちゃ豆の味を堪能しました。

いつもお買い求めいただきありがとうございま

す！だだちゃ豆は食べると手が止まりません！

●記録的な猛暑、あちこちで起きるゲリラ雷雨等、
地球はこれからどうなっていくのだろうと心配に
なります。自然にはさからえないですもんね…
ニュースで記録的な猛暑による農産物への被害
や、降雨による災害をよく目にします。気象庁
の季節予報では、10月も平年より気温が高いそ
うです。体調管理には十分注意していきましょう。

クロスワードが解けなくても
投稿ＯＫです

（右から）

おてんばで

  食いしん坊な

　　  チコちゃん



クロスワードのこたえ

ふれあい伝言板

■正解者の中から、抽選で５名様にＪＡ鶴岡事業利用券をプレゼ
ント致します。

■広報に対するご意見、ご感想のほか、誰かに伝えたい・聞い
てほしい話などなんでも結構です。皆様のあたたかいお声をお
待ちしています！

タテのカギ ヨコのカギ

理事会開催報告

以上の全議案を慎重審議の上、全て原案通り議決されました。

2023.9.29 開催

色付きマスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉はなんで
しょう？締切は11月７日消印有効。どしどしご応募下さい！
正解者の中から抽選で5名様に、1,000円分の『JA鶴岡お買
物券』をプレゼント！ご応募お待ちしております！

1

2

3

4

6

9

11

13

15

17

19

甘柿の王様と呼ばれることも
あります
屋内のこと。――派
ボンレス――、――サンド
漢字では石榴、柘榴などと
書く果物
たき火に手をかざして取ります
飲んで食べて話して楽しみます
山野で生まれ育ったヤマノイモ
奇術師が披露するもの
ベンチよりふかふかしています
富士山の山頂を白くします
漬物やワインを詰めます

2

5

7

8

10

12

14

16

18

20

21

日光の紅葉の名所。
48個のカーブがあります
――大敵、運転中は気を引き締めて
白――に身を包んだ花嫁さん
ジョギングや水泳、筋トレなどは
この一種
ハウスを使わず作物を育てる
――栽培
考えるときにひねるもの
応用に移る前にしっかりと
１カ月の後ろ３分の１
ペンのはキャップと呼ぶことも
あります
東京都中央区の地名。豊洲へ移転し
た東京都中央卸売市場があった場所
２人でおそろいの服を着ます

第１号議案　当組合における取引のリスク評価
書の改正について

第２号議案　「役員賠償責任保険」の継続加入
について

第３号議案　旧栄支所の解体工事について

第４号議案　固定資産（西郷ＣＥ）の取得につ
いて

第５号議案　農産物検査業務規程の一部変更に
ついて

先月号の答え カラスウリ
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猛
暑
の
夏
も
よ
う
や
く
過

ぎ
去
ろ
う
と
し
て
お
り
、
稲

の
刈
取
作
業
も
後
半
に
さ
し

か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
相
撲

観
戦
に
は
興
味
あ
り
ま
せ
ん

か
。
実
は
９
月
の
初
め
に
関

東
方
面
に
研
修
で
出
か
け
て

き
て
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
は
３
週
間
前
に

打
っ
て
い
て
症
状
は
軽
か
っ

た
の
で
す
が
、
１
週
間
隔
離

生
活
を
送
り
ま
し
た
。
丁
度
、

療
養
期
間
中
は
大
相
撲
秋
場

所
の
開
催
期
間
で
し
た
の
で
、

午
後
３
時
か
ら
６
時
ま
で
幕

下
上
位
か
ら
最
後
ま
で
し
っ

か
り
テ
レ
ビ
に
か
じ
り
つ
い

て
い
ま
し
た
。
何
と
い
っ
て

も
郷
土
ゆ
か
り
の
力
士
は

し
っ
か
り
応
援
し
て
い
ま
し

た
。北
の
若
・
琴
の
若
は
き
っ

ち
り
勝
ち
越
し
で
よ
か
っ
た

で
す
。
特
に
、
琴
の
若
は
、

関
脇
で
勝
ち
越
し
と
い
う
こ

と
で
来
場
所
が
楽
し
み
で
す
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
・
対
サ
モ
ア
戦
も
早
起
き

し
て
ラ
イ
ブ
で
応
援
す
る
ぞ
。

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
大
好
き
の
広

報
委
員
で
し
た
。

　
広
報
委
員
　
伊
藤
敏
夫

（
湯
田
川
）

　

け
さ
ら
ん
10
月
号（
№
６
３
３
）

に
お
い
て
、
掲
載
に
誤
り
が
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
左
記
の
通
り
訂
正
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

【
表
紙
】

（
誤
）
別
紙
の
令
和
６
年
補
助
事

業
事
前
調
査
を
ご
確
認
願

い
ま
す

（
正
）
別
紙
の
園
芸
品
目
現
地
研

修
会
開
催
案
内
を
ご
確
認

願
い
ま
す
。

　

ご
注
文
い
た
だ
き
ま
し
た
果

樹
・
花
木
苗
木
は
11
月
上
旬
よ
り

随
時
配
送
す
る
予
定
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

生
産
資
材
課

☎
０
８
０
０
‐
８
０
０
‐
６
０
０
６

　

10
月
よ
り
順
次
パ
ワ
ー
マ
ッ
ト

を
配
送
し
て
お
り
ま
す
。
他
の
肥

料
に
つ
き
ま
し
て
も
11
月
よ
り
配

送
開
始
と
な
り
ま
す
の
で
、
置
き

場
所
の
準
備
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

提
出
期
限
が
10
月
２
日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
未
提
出
の
方

は
速
や
か
に
ご
提
出
下
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

生
産
資
材
課

☎
０
８
０
０
‐
８
０
０
‐
６
０
０
６

　

生
産
資
材
等
高
騰
緊
急
対
策
資

金
融
資
に
つ
い
て
は
取
扱
期
日
が

令
和
５
年
９
月
末
ま
で
と
な
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
令
和
６
年
３
月

31
日
ま
で
延
長
さ
れ
る
旨
通
達
を

受
け
て
お
り
ま
す
。融
資
の
相
談
・

問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
各
支
所

融
資
窓
口
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

【
期
間
】
11
月
１
日
〜
２
月
29
日

【
営
業
時
間
】
８
時
〜
17
時
30
分

【
定
休
日
】
日
曜
日
・
祝
祭
日

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】】

西
郷
給
油
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

76

－

２
３
９
０

10
月
号
の
訂
正
と

お
詫
び
に
つ
い
て

西
郷
給
油
所
の
営
業
時
間

の
変
更
に
つ
い
て

果
樹・花
木
苗
木
配
送
の

お
知
ら
せ

肥
料
置
き
場
所
準
備
の

お
願
い

もんとあ～る11月定休日

山形県最低賃金が改正されました！

11月8日（水）

令
和
６
年
用
生
産
資
材

予
約
申
込
書
ご
提
出
の

お
願
い

生
産
資
材
等
高
騰

緊
急
対
策
資
金
融
資
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

◆時間額 900円（46円アップ）
この最低賃金は山形県内で働く全ての

労働者に適用されます。

【山形県最低賃金】

【お問い合わせ先】
山形労働局労働基準部賃金室
TEL 023（624）8224

又は最寄りの労働基準監督署

こんにちは！
クミアイ家庭薬です
より一層、健康な生活を送っていただく
ために、私たちが皆さまのご家庭を訪問
させていただきます。

協同薬品工業株式会社　庄内営業所
山形県鶴岡市伊勢原町13-10
TEL 0235-26-7617

お問い合わせ

五十嵐 翔
いつまでも元気でい
れるようアドバイス
していきます。

大川 尚晃
皆さんの健康に携わ
っていきたいと思い
ます。

大川 全弘
健康のアドバイスを
していきます。

柿崎 晃寛
健康のこと、なんで
もご相談ください！

効力発生日　令和５年10月14日



●連絡先／鶴岡市農業協同組合　〒997-8558 山形県鶴岡市日吉町3-1　TEL.0235-23-5090
●ホームページ　https://ja-tsuruoka.or.jp　●Eメール　kesaran@ja-tsuruoka.or.jp
●印刷／庄内農村工業農業協同組合連合会

暮らしに幸せ運ぶ
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